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尿
病
は
早
期
の
治
療
と
継
続

的
な
管
理
が
重
要
で
す
。
し
か

し
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
患
者
数
に

対
し
糖
尿
病
専
門
医
の
数
は
限
ら
れ
、

十
分
な
対
応
が
で
き
て
い
な
い
現
状
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
解
決
す
る
鍵
と
な

る
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
長
を
活
か
し

た
、
医
療
機
関
の
連
携
に
よ
る
役
割
分

担
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。
現
在
、
各
地
域

の
実
情
に
合
わ
せ
て
様
々
な
連
携
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
、
よ
り
質
の
高
い

診
療
を
実
現
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
乗
り
越
え

る
べ
き
課
題
も
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
診
療
の
現
場
で
は
、

患
者
の
高
齢
化
へ
の
対
応
が
、
大
き
な

課
題
の
1
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
齢

に
伴
っ
て
合
併
症
の
頻
度
が
高
く
な

る
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を

併
発
す
る
人
が
多
く
な
る
、
自
己
管
理

が
難
し
く
な
る
と
い
っ
た
高
齢
な
ら
で

は
の
様
々
な
問
題
が
あ
り
、
生
活
上
の

支
援
や
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の

場
合
、
特
に
深
刻
で
す
。
こ
れ
か
ら
の

糖
尿
病
診
療
で
は
、
医
療
間
の
連
携
に

と
ど
ま
ら
ず
、
福
祉
、
介
護
と
連
携
し
、

療
養
支
援
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

医師を中心に、多くの分野のスタッフが精力的に糖尿病診療に取り組む済生会松山病院。
糖尿病患者の増加、高齢化といった課題を抱える中で、地域と連携した医療の在り方について

院長で糖尿病専門医でもある宮岡弘明先生にお話をうかがいました。

病院の枠を超えた地域連携で
一人ひとりに最適な医療を
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1980年から開催されている昼間の糖尿病教室に続き、2000年
からは夜間糖尿病教室が始まった。医師、栄養士、看護師が毎回
講義を行う他、臨床検査技師、薬剤師、理学療法士が３カ月に１
度交替で講義を担当するなど、チームで協力して運営している。さ
らに、年に2回は患者さんの体験談と外部講師による特別講義も
行われる。他の医療機関で治療中の患者さんや家族の参加も歓
迎で、時には他の医療機関で働くスタッフも参加する。

生
会
松
山
病
院
は
、
松
山
市
の

中
心
部
か
ら
少
し
西
側
に
あ

る
西
部
地
区
唯
一
の
公
的
病
院
で
、
二

次
医
療
圏
と
し
て
65
万
人
ほ
ど
を
抱
え

て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
多
く
は
、
瀬

戸
内
海
沿
岸
の
島
を
含
め
た
西
部
地

区
、
北
部
地
区
の
方
々
で
す
。

　
済
生
会
は
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、も
と
も
と
明
治
天
皇
が「
恵

ま
れ
な
い
人
た
ち
に
医
療
を
提
供
す
る

よ
う
に
」
と
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
松
山
病
院

も
こ
の
創
立
の
精
神
に
基
づ
き
、
医
療

を
通
じ
た
地
域
貢
献
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
離
島
の
巡
回
診
療
は
そ
の
取
り
組

み
の
1
つ
で
、
瀬
戸
内
海
の
島
々
で
医

療
施
設
の
な
い
所
、
常
勤
の
医
師
が
い

な
い
所
な
ど
を
診
療
船「
済
生
丸
」
で

定
期
的
に
巡
り
、
病
院
に
来
る
の
が
難

し
い
方
々
の
た
め
に
健
康
診
断
を
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
離
島
で
は
高
齢
の
方
が
多

い
の
で
す
が
、
私
の
専
門
で
あ
る
糖
尿

病
に
お
い
て
も
、
患
者
さ
ん
の
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
全
国
共
通

の
こ
と
で
、
今
後
の
糖
尿
病
診
療
に
お

け
る
大
き
な
課
題
の
1
つ
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

病
院
内
外
の
連
携
の
強
化
が
鍵

　
糖
尿
病
で
は
、
合
併
症
の
予
防
と
早

期
発
見
・
早
期
対
応
が
最
も
大
事
で
す
。

そ
こ
に
は
眼
科
、
皮
膚
科
、
循
環
器
科
、

泌
尿
器
科
、
外
科
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
全

て
の
診
療
科
が
関
係
し
て
き
ま
す
。
松

山
病
院
「
甲
状
腺
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
」

は
、
他
の
診
療
科
と
緊
密
に
連
携
し
な

が
ら
、
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
管

理
栄
養
士
、
理
学
療
法
士
、
臨
床
検
査

技
師
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
糖
尿
病
チ
ー

ム
が
一
丸
と
な
っ
て
診
療
と
療
養
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

済

病院と開業医の連携と共に
医療、福祉、介護の一体化を

宮岡弘明先生　Hiroaki Miyaoka

済生会松山病院  院長
1981年鹿児島大学医学部卒業。愛媛大学医学部附属病院、
市立八幡浜総合病院、国立療養所愛媛病院等に勤務。92年
済生会松山病院内科医長、内科部長、副院長を経て、14年よ
り現職。専門分野は糖尿病、肝臓学、臨床栄養学。日本糖尿
病学会、日本内科学会、日本消化器病学会等に所属。

DOCTOR'S VOICE



PICK UP!

地域連携の必要性が増す中、済生会松山病院では隔
月で「松山西部糖尿病連携サークル」と称した情報交換
の場を設けている。現在は松山病院と連携する開業医
の先生や病院のスタッフの20名余りが参加。

看護係長の徳野みどりさんは、糖尿病看護認定看護師
の資格を持つ糖尿病療養指導のエキスパート。糖尿病
患者さんの療養指導では多くの職種のスタッフが結集し、
チーム医療に取り組んでいる。

医
療
か
ら
介
護
ま
で一生
を
サ
ポ
ー
ト

　

こ
れ
か
ら
の
糖
尿
病
領
域
の
課
題

と
し
て
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
患
者
さ
ん

の
高
齢
化
へ
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
独
居
の
高
齢
者
の
方
で
、
自
分
で

イ
ン
ス
リ
ン
を
打
つ
の
が
難
し
い
場
合
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
イ
ケ
ア
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
の
施
設
と
の

連
携
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
医
療
と

福
祉
、
介
護
と
の
連
携
も
こ
れ
か
ら
ま

す
ま
す
大
事
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
連
携
と
い
う
面
で
は
、
当
院
に

は
病
院
と
院
外
の
老
人
保
健
施
設
や

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
在
宅
支
援
セ

　
ま
た
、
昼
間
や
夜
間
の
糖
尿
病
教
室

を
開
き
、
患
者
さ
ん
自
身
に
学
ん
で
い

た
だ
く
取
り
組
み
も
続
け
て
い
ま
す
。

　
糖
尿
病
は
か
か
り
つ
け
医
と
こ
の
よ

う
な
病
院
の
両
方
で
治
療
を
進
め
て
い

く
の
が
一
番
よ
い
と
思
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
合
併
症
が
少
な
く
比
較
的
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
よ
い
方
は
普
段
は
開
業

医
の
先
生
に
か
か
り
、
3
〜
4
カ
月
に

1
度
病
院
に
来
て
い
た
だ
く
。
た
だ
、

患
者
さ
ん
に
は
大
病
院
指
向
が
あ
り
、

こ
の
シ
ス
テ
ム
も
な
か
な
か
難
し
い
の

が
実
情
で
す
。

　
今
後
は
開
業
医
の
先
生
と
病
院
が
よ

り
連
携
を
密
に
し
、
何
か
あ
れ
ば
す
ぐ

に
病
院
で
対
応
で
き
る
こ
と
を
患
者
さ

ン
タ
ー
な
ど
を
統
括
し
た「
松
山
医
療

福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が
あ
り
、
と
て
も
充

実
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
連
携
す

る
こ
と
で
、
入
院
治
療
が
一
段
落
し
た

後
に
ス
ム
ー
ズ
に
次
の
サ
ー
ビ
ス
へ

と
移
る
こ
と
が
で
き
、
病
院
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
施
設
に
出
向
い
て
療
養
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
こ
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
に
、

現
在
、
関
連
施
設
の
方
た
ち
と
3
カ
月

に
1
回
集
ま
り
、
地
域
交
流
を
兼
ね
た

会
議
を
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
医
療
も
介
護
も
複
合
的

に
し
て
、
病
気
だ
け
で
な
く
人
の
一
生

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
よ
い
で
す
ね
。

ん
に
納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
院
内
の
「
地
域
連
携
室
」
で

は
、
他
医
療
機
関
の
紹
介
や
、
紹
介
患

者
さ
ん
の
受
け
入
れ
を
お
手
伝
い
し
て

い
ま
す
。

　
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
間
の
連
携
は
糖
尿

病
治
療
で
は
特
に
大
事
で
す
が
、
そ
こ

で
は
あ
る
程
度
共
通
の
知
識
や
技
術
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
松
山
病
院
で
は「
松
山
西
部
糖
尿
病

連
携
サ
ー
ク
ル
」
と
称
し
た
情
報
交
換

の
場
を
設
け
、
当
院
と
連
携
し
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
開
業
医
の
先
生
と
当
院
の

ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
て
一
緒
に
勉
強
し

て
い
ま
す
。

糖尿病で最も起こりやすい合併症の1つ
が、神経障害による潰

かい
瘍
よう
や壊

え
疽
そ
などの

足病変です。済生会松山病院甲状腺・
糖尿病センターでは「フットケア外来」
を設け、糖尿病看護認定看護師と外来
看護師が療養指導の一環としてフットケ
アを行っています。フットケアは処置が
中心ではなく、患者さんが日常生活の中
で自分で足のケアを行えるよう指導する
予防的フットケアを基本としています。

フットケア外来



患者

かかりつけ医
（開業医、診療所、クリニック）

済生会松山病院

診療所

特別養護
老人ホーム

デイケア

デイサービス

地域包括
支援センター

乳児保育園

訪問看護
ステーション

在宅支援
センター

老人保健施設

糖尿病の治療では、
病院とかかりつけ
医とが併診できる
ように、医療連携を
進めています。

松山医療福祉センター

　全国で医療・保健・福祉活動を展開する済生会には、
各地に病院とその関連施設を統括する医療福祉セン
ターがあります。済生会松山病院に拠点を置く「松山医
療福祉センター」は、院外に診療所、特別養護老人ホー
ム、老人保健施設、在宅支援センター、訪問看護ステー
ション、乳児保育園、地域包括支援センター、デイケア、
デイサービスの9種類10施設を有し、これらの連携で、

病院での医療が一段落した後、継ぎ目なく次のサービ
スに移ることができます。 
　また、松山病院では「地域連携室」を設け、患者さん
を他の施設から受け入れるとき、逆に患者さんを病院
から他の施設に紹介するときに円滑に安心して移動が
でき、最適な医療サービスを受けられるようサポートし
ています。
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